
金曜日、イマームが説教している最中、同胞に『静かに』と言ったら、戯言（たわごと）を語ったことになる。

アブー・フライラ（彼にアッラーのご満悦あれ）は、預言者（彼にアッラーからの平安と祝福あれ）からの言葉として、こう語った：「金曜日、イマームが説教して
いる最中、同胞に『静かに』と言ったら、戯言（たわごと）を語ったことになる。」

[真正] [二大真正集収録の伝承]

金曜日の最も偉大な宗教儀礼が、２つの説教である。その目的は人々への訓戒と指導であり、ゆえに聴衆は説教者に耳を傾け、訓戒を熟考することが礼儀として求められるの
である。 預言者（彼にアッラーからの平安と祝福あれ）が説教中に話すことについて注意しているのは、そういった理由のためである。それはたとえ僅かな言葉でも同様で、
同胞に「静かに」と言う言葉でさえも、禁じられている。 イマームが説教している最中に話す者は、戯言（たわごと）を語ったことになるのであり、金曜日の徳を禁じられた
ことになる。なぜならその者は自分自身と他の者を、説教への傾聴から阻んでしまうことになるからである。

https://sunnah.global/hadeeth/ja/show/3107
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